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生涯学習と博物館
いまや 「生涯学習」という言葉は、世間一般にあたり
まえのようにはば広く使われるようになってきました。
そもそも社会教育や生涯教育という表現から、生涯学習
が日本で積極的に用いられるようになったのは、約20
年前からのようです。1988(昭和63)年、当時の文部
省は社会教育局を廃止 して生涯学習局(現在は生涯学習政
策局)を新設し、社会教育法に加えて、1990(平成2)年
に 「生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に
関する法律」(いわゆる生涯学習振興法)を制定しました。
その目的は生涯学習の振興のための施策の推進、地域に
おける生涯学習に係る機会の整備を図り、もってその振
興に寄与することでした。
本学において最近まで生涯学習が冠についている代表
的なものといえば、教育地域科学部の地域文化課程生涯
学習コースと共通教育センターの 「生涯学習市民開放プ
ログラム」の二つをあげることができます。ただし、地
域文化課程はこの4月 に地域社会課程と一体化 し、新た
に地域科学課程となり、各課程2コ ースが6系 に再編さ
れて、その一つが生涯学習系に生まれ変わっています。
一方、市民開放プログラムのほうは、共通教育セン
ターが大学の開放活動の一環として共通教育科目の正規
の授業を開放 して、一般市民の方々に受講する機会を提
供するとともに、地域社会と大学の連携をより深めよう
とすることをその目的としています。博物館学を専門と
しているわた しが共通教育で担当 している 「博物館入門」
は、本学学生を対象と限定しているため、今のところ市
民向けには後述のように別のかたちで対処 しています。
博物館も生涯学習機関の一つであり、地域社会におけ
る生涯学習の拠点として重要な役割をはたすことが期待
されています。ここ数年のあいだに県内各地にはさまざ
まな博物館的な機能を有する施設も含め、数多くの館の
新設やリニューアルが相次いでいます。特に最近では教
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育普及活動の多様化と充実が求められるとともに,市 民
の 「参加 ・体験」を軸にした運営のあり方が重視される
ようにな りつつあります。その一方で、展覧会などの広
報活動は積極的にされていても、市民にとっては 「まだ
まだ敷居が高い、何をやっているのかよくわか らない」
など、博物館は案外身近な存在にはなっていないように
も思えます。
そのため博物館の現場スタッフを招いて直接、博物館
サイ ドから生のメッセージを発信 してもらうことにより、
施設のより有効活用の促進になるのではないかと考えて
公開講座を企画 したのです。一般市民を対象としていま
すが、「博物館入門」の受講生にも聴講をよびかけ、また
この企画の運営には博物館学を学ぶ学生が関わってもら
うことにしました。
一昨年の公 開講座 「博物館の最前線2006」では、
テーマ系、歴史系、自然系にわけ、毎回2～3名 の学芸
員や研究員にきていただき、館の紹介とともにどのよう
に利用 し活用するのか、などなど社会を知るための講座
として開催 しました。ひきつづき昨年の 「博物館の舞台
裏2007」では、美術館、水族館 ・植物園、郷土博物館
をとりあげ、そして今秋も 「博物館の世界2008」を企
画 しています。このようなさまざまな分野の教員が関わ
る講座は、今年度38企画をはじめ、ウイークエン ドコン
サー ト、一日遊学、そして北陸4大 学連携まちなかセミ
ナーなど多様な内容の公開講座が用意されています。
福井大学は教育、研究、医療及びこれ らを通じた社会
貢献を大学の理念として標榜していますが、生涯学習の
拠点施設の一つとして、より一層地域に根ざした大学と
なりうればと思っています。
